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らった多くの人との “ ご縁 ” を、今度は “ ご恩 ” として
返せるような社会人になりたい。
　
自分の生き方のヒント
　キャリアデザイン学部 4 年
　
　自分史を書き終えました。ゼミ長としてはじめの挨
拶も書き、若干ネタ切れとなっています。
　自分史を書いてみて特に強く思ったことは、つなが
73
りがないと思っていたできごとがしっかりと因果関係
をふみ、つながっているなと感じたことです。京セラ
の創業者である稲盛和夫氏は「生き方」という本の中
で「因果応報の法則」を説いています。
　『因果応報の法則とは、善いことをすればよい結果が
生じ、悪いことをすれば悪い結果が生まれる。善因は
善果（ぜんか）を生み、悪因は悪果（あくか）を生む
という法則のことです。』
　非科学的なことはそんなに好きではないのですが、
自分史を書き終えてみて、以上のことが思い浮かびま
した。良いことも、悪いことも全ては自分発信であり、
それをどうやってうまく乗り越えてゆくのか、それを
乗り越えていくのが人生で、またその乗り越えたとい
う経験が、その人の価値になるのだろうと思います。
　自分の自分史しか参考になるものはないので、全て
が完成したあとは、ゼミの皆さんの自分史を読み、自
分のものと読み比べて見たいと思います。もしかする
と、自分の生き方のヒントになるアイディアがそこに
あるかもしれません。
　浪人生活中に出会って、感銘を受けた本があります。
慶應義塾大学環境情報学部准教授の長谷部葉子氏が書
いた『今、ここを真剣に生きていますか？』という本
です。
　『「自分の言葉」は、知識を重ねても、得られるもの
ではありません。自分の言葉で話すためには、様々な
経験をする必要があります。』
　以上の言葉に惹かれ、自分の行きたい大学でたくさ
ん経験をしようと思っていました。
　経験は様々たくさんできたと思います。
　さて、自分自身に問いたいです。「自分の言葉」を得
られたでしょうか。それが自分史に書かれていれば、
と思います。
　
自分史をとおして得られた「気づき」
　文学部日本文学科 2 年
　
　笹川先生のお書きになった『コア・コンピテンスを
豊かにする「自分史・生活史・自己形成史学習」とそ
の方法』を読み、また自分自身が自分史を書いてみて、
自分史に対する考えが大きく変化した。
　この授業を履修するまで自分史を書いてみようと思
ったことはなく、自分史とは個人が記念のために自ら
の人生について書いたものといったイメージを持って
いた。
　しかし、自分史はただの記録ではないということに
気がついた。笹川先生の「自分史を通じて自分の周り
の物事や人々、自身の思いや考えに焦点を当てること
で今まで意識していなかった様々なことに気づき生活
が豊かになる」という考えは私も自分史を書き進める
中で実感することができた。自分史を書くための作業
を通して、これまであまり考えてこなかった自分自身
の性格や特徴について新たな視点から考えることがで
き、また、自分の過去を見つめなおすことでその経験
が人格形成にどのような影響を与えたのか、それを受
けて将来どうなりたいのか、どうしていきたいのかが
以前より明確になったように思う。
　この授業を通じて自分史を書き、また他の人の自分
史を読み意見交換をすることは本当に勉強になった。
自分の性格に対する捉え方も変わり、他の人の悩みや
生い立ちを知ることで多くの発見もあった。この授
業で学んだ色々なことを社会教育主事関連にとどまら
ず、幅広い場面で生かしていきたいと思っている。
　
人と関わりを持つことの大切さ
　人間環境学部 3 年
　
　書いてみると、今まで気にも留めなかったこと、気
にはなっていたが深く考えていなかったことなどに思
いをはせることになった。それを通し、今までなかっ
た発見があって有意義だったと思う。両親が自分の性
格に与えた影響や過去の経験が今の自分にどうかかわ
っているのかなど、自分史を書くということをしなか
ったらおそらく随分先まで考えることはなかったので
はないか。そう考えると今のうちにやっておくことで
自分を見つめなおすきっかけにもなり、そういった点
で有意義だった。また、人に悩みを言うことで自分の
考えが整理されたり、楽になったりという体験をした。
私はどちらかといえば自分の中で考えをまとめてから
話すタイプなので、考えを話すことで整理されるとい
うのは個人的に面白い発見だったと感じている。人と
話をする、関りを持つことの大切さを学んだといえる
のだろう。
　人の自分史を見ることでの発見もあった。私が特に
感じたのは、皆が完璧なわけではないということだ。
私は他人を見ると自分よりも優れた点がいくつもあっ
て、すごい！と感じることがほとんどだ。
　しかしその人が辿ってきた歴史を見ることで、その
人が実は完璧ではないこと、優れた点を獲得するに至
った経緯、努力などを知った。なんというか嫌な奴の
考えかもしれないが、自分だけがダメだと思っている
わけではないことで安心してしまった。そして、若干
自己評価の上昇につながった気がする。至らない文章
だったが、書いたことそのものではなく書くために色々
考えたことに意義があると思うので、今後の経験やさ
らに思い出せそうなことなどをつなげて、自分を見つ
めることに活用出来たらこの一年は本当に有意義だっ
たと思える。
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